














Contrast-enhanced MR Angiography of the Epigastric and Hepatic 









































画像を得た。そして再構成法として1.MaximumIntensity Projection (以後削P)法. 2. Volume Rcndering 
(以後VR)法， 3. VR法+Shading処理を使用し，上腹部動脈.門脈，静脈の描出能をconventionalDSA像と
比較し評価した。またMRA元両像を用いて肝内の腫窮血管の描出能についても評価を行った。
その結果として上腹部主要動脈は60-90%が描出された。描出能はMIP;法に比較してVR法が優れ.VR法に
Shading処理を行うことにより各動脈の摘出能はさらに上昇した。また門脈の評価では90%以ー トが描出
され，描山能は各再構成法の違いによる差はほとんど見られなかった。肝静脈の評価では摘出率は20
-30%で，すべての画像再構成で煮は見られなかった。腫蕩血管の描出能は径3cm以tの腫震では100%.
1-3cmの腫蕩では85%が描出された。
以上より上腹部肝臓領域における造影MRAは動脈.門脈，静脈全ての脈管を同一画面上で評価でき，
同時にH内の脂痕血管をも評価できる臨床的に極めて有用な方法であるといえる。また動脈の評価には.
再構成法にはVR法およびShading処理のようなより立体的な観察が可能となる再構成法が有用と考えら
れ，門脈及び静脈の評価にはより簡便なMIP法が有用と考えられた。また静脈は描出率はやや低いが.
元岡像では約80%が摘出されており元両像での評価も有効と考えられた。本研究は上腹部肝臓領域におけ
るMRA及び新しい三次元再構成法の有用性を示し， MRAの臨床応用に有効な示唆を与えたと考えられる。よ
って.本研究者は，博士(疾.学)の学位を綬与されるに柄.するものと認められた。
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